
（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00240

事務事業名称 青少年育成 款 04 項 02 目 01 事業 005 整理番号 245

現担当課名 児童青少年課 係名 青少年係 4402 255

既定事業

事業開始 昭和29年度

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
区内在住・在学・在勤の25歳未満の青少年、地域の青少
年健全育成団体

根拠
法令
等

（１） 杉並区青少年育成委員会補助金交付要綱

（２） 杉並区青少年善行表彰要綱

○区内17団体ある青少年育成委員会などの地域の青少年
健全育成の活動を助成し、これらの団体が行う事業活動
を通して子どもたちの健全育成を推進する。
○善い行いをした青少年及び団体を表彰し、善行の気運
醸成を図る。

指標名（１） 青少年育成委員会の総事業数（共催事業も含
む）

指標説明

指標名（２） 青少年善行表彰件数

指標説明 個人表彰人数＋団体表彰団体数
○青少年健全育成団体に対し、補助金または事業共
催分担金を支出する。
○青少年によるボランティア活動や地域協力などの
善行に対し、表彰を行う。
○すぎなみ舞祭を開催する。

指標名（１）
青少年育成委員会実施事業参加者数（共催事
業も含む）

指標説明

指標名（２）
共催事業参加者数

指標説明 ①すぎなみ舞祭　②ボーイスカウト・ガールスカウトと
の共催事業参加者数

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 件 291 400 313 400 310 400 77.5 95.1

活動指標（２） 2 件 149 180 307 200 288 200 144.0

成果指標（１） 3 人 85,732 100,000 80,292 100,000 70,100 100,000 70.1

成果指標（２） 4 人 1,427 1,650 1,292 1,650 1,678 1,650 101.7

事業費 5 千円 19,234 20,381 20,246 21,277 20,224 20,525
特記事項

0 0 0

97

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 69 184 71 86 135

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.95 2.00 2.85 2.20 3.47 2.20

上記以外の職員 9 人 1.15 1.60 1.67 1.70 2.35 2.10

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 16,752 17,182 24,014 18,537 30,251 19,180

上記以外の職員 11 千円 3,386 4,710 5,159 5,251 7,238 6,468

総事業費
12 千円 39,372 42,273 49,419 45,065 57,713 46,173

単位当たりコスト
13 円 135,299 105,683 157,888 112,663 186,171 115,433

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 39,372 42,273 49,419 45,065 57,713 46,173

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 245

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

青少年育成委員会活動への助成 17 件 16,398

青少年善行表彰の表彰状授与及び記念品の贈呈 288 件 792

すぎなみ舞祭、ボーイスカウト等共催事業の開催 10 件 2,798

その他（ 青少年育成委員会に係る消耗品の購入及び郵送料 ） 236

事業実績

○区内17団体の青少年育成委員会に対し助成を行い、青少年健全育成事業の実施を促進しました。
　事業数：310　参加人数：延べ70,100人（昨年度313事業、延べ80,292人）
○青少年善行表彰は個人、団体合わせて288件、1,178人を表彰しました。（昨年度307件、1,292人）
○すぎなみ舞祭は青少年健全育成に関わる団体と地域協力者等で実行委員会を組織し、下高井戸おお
ぞら公園で開催しました。来場者：延べ12,500人（前回12,000人）参加者：1,143人（前回1,051人）

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

【青少年育成委員会委員数／事業参加者数】
　H29：961名／85,732名　　H30：948名／80,292名　　R1：965名／70,100名
　青少年育成委員会の主催事業については様々な体験活動や交流活動を子ども達に提供することで、
地域における青少年の健全育成にとって不可欠な位置づけとなっています。
【青少年善行表彰　表彰延べ数（個人／団体）】
　H29：124名／25団体　　H30：280名／27団体　　R1：243名／45団体
　青少年善行表彰は、表彰を受けることで青少年が自ら進んで継続的に善行に取り組むきっかけとな
っており、推薦者や学校関係者から肯定的な意見が寄せられています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　青少年育成委員会は、地域住民や学校関係者を中心に組織され、長年にわたり青少年の健全育成に
資する取組を続けてきました。今後もこうした取組が維持されるよう、支援を継続していきます。
　青少年善行表彰は、被表彰者自身の励みになるとともに、他の青少年の模範となり、善行を促進す
る取組となっています。こうした善行の気運を高めるためにも表彰を継続していきます。
　青少年の健全育成を目的とした事業の中には、すぎなみ舞祭のように地域振興としての側面を持つ
事業もあるため、地域住民や関係団体の声を聴きながら、引き続き実施・支援していきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　青少年育成委員会の総事業数が目標に達していないことから、その参加者数も目標値に届きません
でした。育成委員会の構成員の固定化や、事業内容の硬直化なども影響し、目新しい事業が行い難い
状況にあることも原因と考えられますが、一方では親子二世代に渡って同じ事業に参加できたことを
喜ばれるなど、永年変わらないことで評価されている側面もあります。
　青少年善行表彰の件数については目標値を大きく上回る結果となっているため、今後も善行の気運
を維持できるよう取組を継続していきます。
　すぎなみ舞祭等の共催事業への参加者数は目標とする人数に達しており、青少年の健全育成として
より効果的な内容となるよう引き続き充実を図ります。

評価と課題

　青少年育成委員会は、長年にわたり青少年の健全育成に貢献してきましたが、充実した活動を維持
し続けるためには、構成員の固定化や事業内容の硬直化が共通の課題となっています。他の青少年育
成委員会との連携を強化し情報を共有することで、新たな取組へのきっかけとなるような活動報告会
の開催など新たな支援策に取り組みます。
　青少年善行表彰は、表彰数も年々増加し、青少年の善行に対する気運醸成の効果がある一方で、被
表彰者の増加に伴い、表彰式の開催方法等については検討が必要です。
　青少年の健全育成を目的としたすぎなみ舞祭等の共催事業は、適正な事業のあり方や実施規模等を
見定めつつ、参加者の増加に繋がるよう内容の充実に努めます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　青少年の健全育成を目的に活動する団体に対しての助成は、より効果的な効果が得られるよう、現
状の組織体制や事業運営等の実態を踏まえ、実情に見合った支援や助成を行います。
　青少年善行表彰や、すぎなみ舞祭をはじめとする青少年の健全育成に関わる事業は、事業規模とそ
の効果等を見定めながら実施していきます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00241

事務事業名称 青少年の自立応援・社会参加事業 款 04 項 02 目 01 事業 006 整理番号 246

現担当課名 児童青少年課 係名 青少年係 4402 256

既定事業

事業開始 昭和25年度

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
区内在住・在学・在勤の25歳未満の青少年 根拠

法令
等

（１） 成人祝賀のつどい実施要綱

（２）

青少年が、社会を構成する主体として自覚を持った成人
に成長するよう支援する。

指標名（１） 成人祝賀のつどい出席者数

指標説明

指標名（２） 自立支援・社会参画事業実施回数

指標説明 成人祝賀のつどい実施回数・アンケート実施協力校数
〇成人の日に成人祝賀のつどいを開催する。
〇中・高校生の参画による情報サイトを運営する。
○区内在学の高校生を対象に、将来の夢や仕事に
　関する意識調査を実施する。

指標名（１）
自立支援・社会参画事業参加人数

指標説明 各実施事業の参加延べ人数

指標名（２）
将来の夢や目標を持っている、または持つ必
要があると考える区内高校2年生の割合

指標説明 区内高校2年生に対する将来の夢や仕事に関するアンケ
ートの集計結果

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 人 2,153 2,200 2,097 2,200 2,140 2,200 97.3 78.0

活動指標（２） 2 回 69 90 136 21 18 21 85.7

成果指標（１） 3 人 7,249 6,000 7,363 7,000 6,552 7,000 93.6

成果指標（２） 4 ％ 89.4 90 89.8 90 88.4 90 98.2

事業費 5 千円 11,004 8,620 8,211 10,230 7,984 10,713
特記事項

　予算執行率が78％と
なったのは、「成人祝
賀のつどい」運営委託
費に契約落差金が生じ
たためです。

　活動指標（２）の計
画及び実績値が減とな
ったのは、令和元年度
より、夏の青少年ボラ
ンティア体験事業が事
業から外れたため、そ
れまで集計していたボ
ランティア受入事業所
数を除くためです。

0 0 0

7,939

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 8,360 6,252 6,203 6,268 8,417

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.02 0.70 1.10 1.00 1.26 1.00

上記以外の職員 9 人 0.50 0.50 0.50 0.40 0.57 0.50

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 8,763 6,014 9,269 8,426 10,985 8,718

上記以外の職員 11 千円 1,472 1,472 1,545 1,236 1,756 1,540

総事業費
12 千円 21,239 16,106 19,025 19,892 20,725 20,971

単位当たりコスト
13 円 9,865 7,321 9,072 9,042 9,685 9,532

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 21,239 16,106 19,025 19,892 20,725 20,971

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 246

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

成人祝賀のつどいの実施 1 回 7,152

仕事や将来に関するアンケート（高校２年生対象）の実施 16 校 31

青少年地域情報サイトの運営業務委託 491

その他（ 消耗品の購入、郵送料等 ） 310

事業実績

　成人の日に「成人祝賀のつどい」を午前・午後の2回に分けて杉並公会堂で開催し、対象者の4割を
超える2,140名が参加しました。
　区内の高校19校のうち協力を得た16校に在籍する高校2年生を対象に、将来の夢や仕事に関するア
ンケートを実施し、4,412名から回答を得ました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　若者の引きこもりや、経済の停滞等による将来への不安が社会的な問題となっています。また、少
子高齢化が一層進み、若者一人ひとりにかかる社会的責任や期待は大きくなっています。このような
状況の中、若者の自立支援のための取り組みの重要性が増しています。
　成人祝賀のつどいの参加者からは、式典を通じて、大人としての責任感や自覚が芽生えるきっかけ
となったなどの意見がありました。
　高校2年生を対象としたアンケートでは、将来の夢や目標を「持っている」または「今は無いが、
持つ必要は感じている」と回答する割合は約90%と高い割合で一定しています。一方で、多忙なこと
からアンケートへの協力に難色を示す学校もあります。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　成人祝賀のつどいの過去10年間の参加率は、45％～50％で推移しています。今後も同様の参加率が
見込まれますが、外国籍の方も含め、より多くの参加となるよう、新成人のニーズに即した改善に努
めます。また、令和4年度の成人年齢引き下げを前に、対象年齢や開催時期など、成人式のあり方に
ついて検討していきます。
　若者の自立支援や社会参加を促す取組は今後も不可欠であり、時代に即した改善を図りながら推進
していきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　成人祝賀のつどいの参加者数は例年同様で推移しているため、引き続き、より多くの新成人に参加
してもらえる催しとなるよう、ニーズに即した改善に努めます。
　区内高校の2年生を対象としたアンケートは、区内19校のうち3校から協力が得られなかったため、
回答者数が減少しました。設問内容や実施時期などを見直し、学校にも有益となるよう改善すること
で、協力校を増やすとともに回答者数増に繋げ、より充実した結果が得られるよう努めます。
　また、アンケートの回答に占める、将来の夢や目標を「持っている」または「今は無いが、持つ必
要は感じている」という回答は、約90%の割合で推移しています。引き続き、次世代を担う高校生の
声がより効果的に区の施策に活かせるよう努めていきます。

評価と課題

　成人祝賀のつどいは、参加者からの喜びや自覚が芽生えたとの声のほか、参加者周辺の大人からは
イベント化しない式典としての形を評価する声も聞かれました。今後は、成人年齢引き下げ後の開催
方法について見直しが必要です。他自治体の動向や区民意見等を踏まえ、慎重に検討していきます。
　将来の夢と仕事に関するアンケートは、高校生の率直な意見を聞くことができ、一定の成果を得て
いますが、５年毎に実施している青少年実態調査との統合も含めた実施方法等を検討します。
　また、これまで事業内容の見直し等を行い、青少年の健全な育成にかかわる事業のスクラップアン
ドビルドを進めてきたことから、本事業は次年度より「青少年育成（整理番号245）」への統合を行
う予定です。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　成人祝賀のつどいは、行財政改革推進計画に基づき、引き続き配布物等での広告掲載による歳入確
保を図ります。
　将来の夢と仕事に関するアンケートは、５年毎に実施している青少年実態調査との統合も含めて、
実施方法や内容を検討していきます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00270

事務事業名称 学童クラブ事業 款 04 項 02 目 01 事業 034 整理番号 272

現担当課名 児童青少年課 係名 管理係 4402 282

既定事業

事業開始 昭和39年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 24 計画事業 02

保護者が就労等で昼間留守家庭となる区内在住・在学の
小学生

根拠
法令
等

（１） 児童福祉法第6条の3第2項

（２） 杉並区児童青少年センター及び児童館条例､同施行規則

○家庭、学校、地域等との連携の下、発達段階に応じた
主体的な遊びや生活が可能となるよう、児童の自主性、
社会性及び創造性の向上、基本的な生活習慣の確立等を
図るなど、児童の健全育成支援を目的とする。

指標名（１） 学童クラブ数

指標説明

指標名（２） 受入可能枠

指標説明 4月時点の受入可能枠
○児童一人ひとりが尊重され、安心して安全に、楽
しく過ごせる放課後等の集団生活の場を提供する。
○児童の受入時間
平日　下校時から午後6時まで（延長利用は午後7時
まで、学校休校日は午前8時から受入）
土曜日　午前8時30分から午後5時まで
休業日　日曜、休日、年末年始

指標名（１）
入会児童数

指標説明 4月時点の入会児童数

指標名（２）
待機児童数

指標説明 翌年4月時点の待機児童数

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 か所 49 48 48 47 47 45 100.0 96.4

活動指標（２） 2 人 4,495 4,669 4,669 4,930 4,930 5,316 100.0

成果指標（１） 3 人 4,172 4,703 4,324 5,033 4,604 5,163 91.5

成果指標（２） 4 人 255 0 228 0 242 0 0.0

事業費 5 千円 431,849 489,623 477,834 617,007 594,776 856,663
特記事項

0 0 0

576,415

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 400,511 453,751 444,398 561,735 816,690

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 89.20 85.20 89.61 85.40 96.60 88.20

上記以外の職員 9 人 32.00 30.40 31.00 29.70 31.00 26.10

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 749,665 707,807 739,086 706,008 825,279 746,984

上記以外の職員 11 千円 94,208 89,498 95,759 91,743 95,480 80,388

総事業費
12 千円 1,275,722 1,286,928 1,312,679 1,414,758 1,515,535 1,684,035

単位当たりコスト
13 円 26,035,143 26,811,000 27,347,479 30,101,234 32,245,426 37,423,000

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 174,146 185,207 184,061 208,819 206,322 218,209

国からの補助金等 15 千円 175,110 175,110 174,311 176,439 193,548 202,998

都からの補助金等 16 千円 175,110 114,824 174,311 176,439 193,548 202,998

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 524,366 475,141 532,683 561,697 593,418 624,205

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 751,356 811,787 779,996 853,061 922,117 1,059,830

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 13.7 14.4 14.0 14.8 13.6 13.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 272

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

学童クラブ運営業務委託 14 所 556,274

民間学童クラブ運営費助成 2 所 22,082

おやつ代助成 458 人 8,555

その他（ 事務費ほか ） 7,865

事業実績

　区立学童クラブ（区直営33クラブ、委託14クラブ）の運営のほか、民間学童クラブへの運営費補助
や学童クラブを利用している就学援助受給世帯等へのおやつ代助成を実施しました。また、平成31年
4月より全区立学童クラブにおいて、利用時間の延長を実施しました。
　増加する学童クラブ需要に対応するため、8所の学童クラブにおいて小学校内への移設や施設の改
修等を進め、386名の受入数を拡大するとともに、令和2年4月から新たに3学童クラブ（杉九・高円寺
学園・浜田山）の運営を委託するため、事業者の公募・選定や引継ぎ等の準備を進めました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　共働き家庭の増加や核家族化の進展等による保育需要の高まりに連動し、学童クラブ需要も年々増
加しています。入会児童数は、この10年間で約1.6倍となり、約1,700人増加しています。
【入会児童数】
　平成22年4月：3,103人　平成30年4月：4,324人　平成31年4月：4,604人　令和2年4月：4,851人
【待機児童数】
　平成22年4月：20人　　 平成30年4月：255人　　 平成31年4月：228人　　令和2年4月：242人
　「学年が上がると学童クラブに入れなくなることがある。希望する者は、必ず入会できるようにし
てほしい」等の意見が寄せられています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　当面は保育需要に連動する形で、学童クラブ需要も増加していくと予測されるため、将来的な需要
見込みに基づき、学童クラブの受入数の拡大を図ります。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　待機児童を解消するため、小学校内への移設や施設の改修等を計画的に進め、8所の学童クラブに
おいて386名の受入数の拡大を図りましたが、全体として242名の待機児童が発生しました。

評価と課題

　増加する学童クラブ需要に対応するため、8所の学童クラブにおいて小学校内への移設や施設の改
修等を計画的に進め、386名の受入数の拡大を図りましたが、学童クラブは児童の自力通所であるこ
とから、局所的に待機児童が発生し、全体として待機児童の解消には至りませんでした。今後とも、
各学童クラブの状況等に応じて受入枠の拡大を図っていきます。また、保護者が安心して働きながら
子育てがきるよう、平成31年4月から全学童クラブにおいて、利用時間の延長を図りました。
　学童クラブの活動は、子ども同士の交流や遊びが主体であり、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止に必要とされる「密」な状態を回避するのが難しい中でも、保護者の理解・協力を得て運営上の工
夫により安心・安全の運営を行います。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）・実施主体の見直し

予算の方向性の理由・
内容

　規模を拡充する永福南及び第二学童クラブを整備する荻窪・高円寺東・本天沼の4所を新たに委託
するため、職員人件費の削減が図られる一方、学童クラブ委託料（第二学童クラブの新設に伴う委託
を含む）が増加するため、全体の事業費は拡充となります。
　なお、新型コロナウイルス感染症の今後の感染状況等を踏まえて、施設の感染予防策に必要な経費
を適切に予算化する必要があります。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00271

事務事業名称 児童健全育成事業② 款 04 項 02 目 01 事業 035 整理番号 273

現担当課名 児童青少年課 係名 児童館運営係　事業係 4402 283

既定事業

事業開始 昭和41年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 24 計画事業 03

18歳未満の児童及び保護者、児童の健全育成支援の活動
を行う団体・個人等

根拠
法令
等

（１） 児童福祉法第35条、同法第40条

（２） 杉並区立児童青少年センター及び児童館条例、同施行規
則等

○児童青少年センター、児童館及び子ども・子育てプラ
ザにおける事業の充実を図り、児童の自主性、社会性、
創造性等を培い、その健やかな成長を支援する。

指標名（１） センター及び児童館数

指標説明

指標名（２） 子ども・子育てプラザ数

指標説明
○児童館の自由利用のほか、定例活動(工作、調理
等)や、特別行事(スポーツ大会・遠足・講演会・祭
り・キャンプ等）等を実施する。
○児童青少年センターの自由利用のほか、各種事業
（職員企画、中高校生企画、中高校生運営委員会企
画事業等）を実施する。
〇子ども・子育てプラザでの子育てに関する各種講
座や遊びのプログラムの実施、各種サービスの情報
提供と利用相談を実施する。
○放課後等居場所事業を実施する。

指標名（１）
年間延べ利用者数（センター、児童館及び放
課後等居場所事業）

指標説明

指標名（２）
年間延べ利用者数（子ども・子育てプラザ）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 館 41 39 39 38 38 33 100.0 95.4

活動指標（２） 2 館 1 3 3 4 4 5 100.0

成果指標（１） 3 人 1,597,548 1,600,000 1,577,722 1,600,000 1,419,118 1,600,000 88.7

成果指標（２） 4 人 59,299 100,000 157,317 207,000 203,039 172,000 98.1

事業費 5 千円 393,609 132,772 135,330 189,809 181,084 219,155
特記事項

0 0 0

76,265

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 15,795 31,136 30,801 74,167 162,644

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 122.00 118.40 127.00 119.50 122.50 112.90

上記以外の職員 9 人 70.00 66.60 67.00 63.30 62.00 52.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 1,010,635 962,639 1,014,214 959,801 1,019,425 921,384

上記以外の職員 11 千円 206,080 196,070 206,963 195,534 190,960 160,160

総事業費
12 千円 1,610,324 1,291,481 1,356,507 1,345,144 1,391,469 1,300,699

単位当たりコスト
13 円 39,276,195 33,114,897 34,782,231 35,398,526 36,617,605 39,415,121

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 4,125 0 0 18,689 14,786 29,644

都からの補助金等 16 千円 4,125 19,666 9,150 18,689 14,786 29,644

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 8,250 19,666 9,150 37,378 29,572 59,288

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 1,602,074 1,271,815 1,347,357 1,307,766 1,361,897 1,241,411

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 273

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

児童青少年センター事業 1 館 3,530

児童館、子ども・子育てプラザ事業 41 館 16,438

児童館中・高生事業 41 館 435

放課後等居場所事業 4 校 78,351

その他（ 管理運営費、非常勤職員報酬・賃金の支払等 ） 82,330

事業実績

　引き続き、児童青少年センター、児童館及び子ども・子育てプラザにおける児童健全育成事業を実
施するとともに、区立施設再編整備計画に基づき、児童館機能の継承・発展を図るため、新たに下井
草児童館を転換して子ども・子育てプラザ下井草の新規開設（令和元年9月）を行いました。また、
平成31年4月から、小学生の放課後等の居場所として、桃井第五小学校及び桃井第二小学校で、放課
後等居場所事業を開始しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　近年、児童館では、乳幼児親子と小学生の学童クラブ利用が大幅に伸びる一方、中・高校生の利用
は減少傾向にあるなど、利用状況が変化してきています。限られたスペースの中で、幅広い年齢層の
ニーズを満たす事業・サービスを展開していくことが難しくなってきています。
　事業に対しては、「子ども・子育てプラザは乳幼児を連れて気軽にゆっくり過ごすことができる」
、「放課後等居場所事業は、帰宅せずにそのまま放課後を過ごせるので子どもが移動するときの心配
がなくなり、安心して遊びに出せる」などの声が寄せられる一方、「様々な年齢層の子どもや多世代
が交流できる機会が増えるとよい」などの声が寄せられています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　引き続き、児童館施設の再編整備を計画的に進め、子どもの発達段階に応じた居場所の充実・発展
を図っていきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　新型コロナウイルスの感染予防及び感染拡大防止の観点から、児童青少年センター、児童館及び子
ども・子育てプラザの利用自粛を求めたため、年間延べ利用者数は計画（目標値）に達しませんでし
た。

評価と課題

　前年度の児童館の利用状況と比較すると、子ども・子育てプラザ下井草の乳幼児親子の利用が約3.
5倍に、桃井第二小学校と桃井第五小学校における放課後等居場所事業の小学生の利用が約1.2倍にな
るなど、従来の児童館機能を適切に継承・発展することができました。
　今後とも、これらの実績等を踏まえ、児童館の再編整備の取組を的確かつ丁寧に進めていきます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　区立施設再編整備計画に基づき、放課後等居場所事業を新たに3小学校（東田小学校、松ノ木小学
校、永福小学校）で実施します。
　児童館再編による職員人件費の削減が図られる一方、放課後等居場所事業の実施に係る経費（委託
費）が増加する等のため、全体の事業費は拡充となります。
　なお、新型コロナウイルス感染症の今後の感染状況等を踏まえて、施設の感染予防に必要な経費を
適切に予算化する必要があります。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00273

事務事業名称 子ども国内交流事業 款 04 項 02 目 01 事業 037 整理番号 275

現担当課名 児童青少年課 係名 事業係 4402 285

既定事業

事業開始 平成 2年度

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
区内在住の小学生（4～6年生） 根拠

法令
等

（１） 杉並区立児童青少年センター及び児童館事業運営要綱

（２） 杉並区都市交流実施要綱

○友好都市の子どもとの交流を通して、児童の健全育成
を図る。

指標名（１） 交流自治体数

指標説明

指標名（２）

指標説明
○名寄市との交流会を開催する。
○東吾妻町との交流会を開催する。

指標名（１）
参加者数

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 自治体 2 2 2 2 2 2 100.0 81.3

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3 人 50 50 50 50 50 50 100.0

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 6,724 7,487 6,076 7,344 5,971 7,137
特記事項

　バス賃貸借の落札差
金や需用費の残等によ
り、執行率が90％を下
回りました。

0 0 0

2,011

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 0 2,008 2,008 1,934 1,934

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.10 1.00 1.10 1.00 1.10 1.00

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 9,450 8,591 9,269 8,426 9,590 8,718

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 16,174 16,078 15,345 15,770 15,561 15,855

単位当たりコスト
13 円 8,087,000 8,039,000 7,672,500 7,885,000 7,780,500 7,927,500

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 2,861 3,061 2,614 3,605 2,684 3,430

特定財源計
18 千円 2,861 3,061 2,614 3,605 2,684 3,430

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 13,313 13,017 12,731 12,165 12,877 12,425

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 275

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

杉並区・名寄市子ども交流会の開催 1 回 4,599

杉並区・東吾妻町子ども交流会の開催 1 回 1,372

その他（ ）

事業実績

　名寄市との交流会は、平成5年に名寄市（当時の風連町）の小学生を杉並区に招待することから始
まり、現在は、子どもたちが相互に訪問・交流し友好を深めています。東吾妻町との交流会は、平成
2年から実施しています。
【令和元年度】
名寄市との交流会（名寄編：3泊4日、杉並編：3泊4日　参加児童各自治体25名・計50名）
東吾妻町との交流会（東吾妻編：1泊2日、杉並編2泊3日　参加児童東吾妻24名、杉並25名・計49名）

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　当初は、交通実費等について参加者の一部負担がありましたが、平成24年度からは次世代育成基金
活用事業として、参加費を徴収せずに実施しています。多くの児童の参加の機会を保障するため、一
度参加した児童は、再び参加できないこととしています。
　参加児童からは「貴重な体験ができた」、「友人が増えた」、「東京との違いを感じることができ
た」等の感想がありました。保護者からは、「短期間にも関わらず子どもの成長が感じられた」、「
このような体験機会を増やしてほしい」等の意見が寄せられています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　杉並区と交流自治体の子どもたちが、相互の地域を訪れ、さまざまな体験や交流を行う活動として
、大変貴重な機会の一つになっている事業であり、今後も交流自治体との連携し、本事業を継続して
いきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　参加を希望する児童数が定員を超える状況であり、抽選により参加者を決定しています。

評価と課題

　本事業は、杉並区と交流自治体の子どもたちが、一度の交流会で両方の自治体に訪問する形で実施
しており、子どもたちは、子ども同士の交流だけでなく、お互いの文化や自然等にも直接触れること
ができ、将来にわたる友好関係の礎になっています。
　一方で、交流会の日数を確保するため、夏休み期間に実施が限られ、近年の猛暑への適切な対応が
課題となっています。また、杉並区では、参加希望者が非常に多く、毎年、参加できない子どもが多
数出ていますが、交流自治体側は現在の定員を増やすことが難しいとの声もあり、区民ニーズにどの
ように応えていけるかが課題となっています。
　なお、令和2年度については、新型コロナウイルス感染拡大のため、中止しました。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　令和3年度においても、現在の交流会の実施方法を基本とし、事業を実施していきます。新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等によりますが、延期した東京オリンピック2020の開催にあわせ、競技
種目の観戦や交通手段の確保など、事業の実施方法等を見直す必要があります。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00282

事務事業名称 次世代育成基金の運営 款 04 項 02 目 01 事業 050 整理番号 281

現担当課名 児童青少年課 係名 青少年係 4402 291

既定事業

事業開始 平成24年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 24 計画事業 01

区内の小・中・高校生、支援する大人 根拠
法令
等

（１） 杉並区次世代育成基金条例

（２） 杉並区次世代育成基金推進会議設置要綱

○子どもたちが、国内外の文化・芸術・自然に触れ、ま
たはスポーツ交流に参加する機会を創出するため、基金
を運営する。
○基金への理解・賛同を得られるよう周知し、募金の呼
びかけを図る。

指標名（１） 基金活用事業件数

指標説明

指標名（２） 基金活用事業参加者募集（定員）数

指標説明
○区内の小・中・高校生を対象とした国内外の体験
交流事業等の実施に対し、子どもの参加に係る経費
の2分の1を基金から充当する。
○基金の趣旨を広く区民に周知し、寄附を募る。

指標名（１）
基金活用事業参加児童・生徒数

指標説明 派遣型事業は参加実人数、講座型事業は参加延べ人数

指標名（２）
寄附者件数

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 件 12 11 11 14 13 4 92.9 82.7

活動指標（２） 2 人 473 744 733 774 742 205 95.9

成果指標（１） 3 人 1,192 744 749 774 690 205 89.1

成果指標（２） 4 件 1,275 1,000 1,802 1,500 1,708 1,500 113.9

事業費 5 千円 32,825 26,399 22,072 31,392 25,955 20,075
特記事項

　民間事業者からの提
案事業に対する1事業
当たりの助成金額が見
込みより少なかったた
め、執行率が90％を下
回りました。

　新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、
民間提案事業及び区主
催事業のうちの一部が
中止となったため、令
和2年度の計画値は前
年度までに比べて少な
くなっています。

0 0 0

272

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 197 286 179 215 166

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.40 0.50 0.38 0.80 0.33 1.00

上記以外の職員 9 人 0.70 1.00 0.66 0.70 0.76 0.40

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 3,436 4,296 3,202 6,741 2,877 8,718

上記以外の職員 11 千円 2,061 2,944 2,039 2,162 2,341 1,232

総事業費
12 千円 38,322 33,639 27,313 40,295 31,173 30,025

単位当たりコスト
13 円 3,193,500 3,058,091 2,483,000 2,878,214 2,397,923 7,506,250

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 26,371 14,549 16,898 0 0 0

特定財源計
18 千円 26,371 14,549 16,898 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 11,951 19,090 10,415 40,295 31,173 30,025

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 281

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

基金の積立 1 回 19,603

基金活用事業助成金の交付 7 件 5,323

次世代育成基金活用事業実施報告書の作成 8,000 部 264

寄附募集チラシの作成 21,600 部 190

その他（ 寄附者宛御礼状及び実施報告書の送付、啓発用消耗品の購入 ） 575

事業実績

　区主催事業7件を予定し、6件を実施（新型コロナウイルス感染拡大防止のため1件中止）のほか、
民間事業者による提案事業7件を実施しました。これらの基金活用事業に合計690名（前年度749名）
の児童・生徒が参加しました。
　寄附者の裾野を広げることを目的に、区広報紙への掲載やリーフレット配布のほか、敬老会等のイ
ベント時に呼びかけ等を行った結果、基金への寄附は、合計1,708件／18,308,775円（前年度1,802件
／13,625,432円）となりました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　平成24年度に基金開設。平成27年度より次世代育成基金活用事業助成を開始
　【寄附件数／寄附額】(H24～R1年度までの総数：6,900件／125,630,302円)
    H29：1,275件／23,756,150円　H30：1,802件／13,625,432円　R1：1,708件／18,308,775円
　【基金活用事業助成による事業延数】（H27～30：13件　R1：7件）
　基金活用事業の参加者からは「普段は体験できないことを体験して、新しいことに関心が持てた」
「他の事業にも参加してみたい」などの肯定的な意見と寄附者への感謝の言葉が届いています。
　また、寄附者からは「青少年の将来に役立つことに活用してほしい」「子どもたちの感謝の言葉が
嬉しい」などの声が寄せられています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　基金活用事業に参加を希望する児童・生徒は、今後も増加すると見込まれます。
　また、引き続き基金活用事業のPR等に取り組むことで、基金へ寄附する区民の輪を一層広げること
につながります。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　基金活用事業に参加する児童・生徒数は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために一部
事業を中止したことなどにより成果指標の目標値を下回っています。
　また、その年の助成対象事業の定員により参加者数は増減しますが、各事業に対する参加申込者が
定員以下となることはほとんどありません。
　寄附者数については、イベント開催時の募金者など増加傾向にあり、目標値を上回っています。

評価と課題

　基金活用事業への参加者数や本基金への寄附件数が一定の高水準で維持されていることから、参加
者・寄附者ともに本基金への理解が深まっているものと評価できます。
　一方で、基金活用事業を継続するためには一定額の基金を維持する必要があります。1人でも多く
の方に基金の趣旨をご理解いただき、末永く支援をいただける仕組の構築と、様々なPRを行いながら
寄附者の裾野を広げられるよう、寄附勧奨の取組について見直しを図っていきます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　引き続き、各基金活用事業の実施状況等を踏まえて事業内容の改善・充実や効率的・効果的な寄附
勧奨の取組に努めていくこととし、事業コストについては現状維持を見込んでいます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00686

事務事業名称 子どもプレーパーク事業 款 04 項 02 目 01 事業 063 整理番号 289

現担当課名 児童青少年課 係名 管理係 4402 300

既定事業

事業開始 平成27年度

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
児童 根拠

法令
等

（１） 杉並区子どもプレーパーク事業実施要綱

（２）

○自由な遊びの場を提供し、火おこしや水遊び、木登り
などの体験を通じて、子どもたちの自主性や社会性、創
造力を育み、地域社会の中で健やかな成長を推進する。

指標名（１） プレーパーク実施回数

指標説明

指標名（２）

指標説明
○自由な遊びの場を提供する。
○火おこし、水遊び、木登り、工作等の子どもの活
動・遊びを支援する。
○地域住民の交流活動等の場を提供する。

指標名（１）
プレーパーク参加者数

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 55 58 61 64 63 65 98.4 99.4

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3 人 9,637 10,000 11,716 11,000 10,499 11,000 95.4

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 5,539 6,309 5,830 5,914 5,879 6,073
特記事項

0 0 0

5,884

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 0 5,967 5,830 5,879 6,043

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 1,718 1,718 1,685 1,685 1,744 1,744

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 7,257 8,027 7,515 7,599 7,623 7,817

単位当たりコスト
13 円 131,945 138,397 123,197 118,734 121,000 120,262

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 2,747 0 2,915 0 2,940 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 2,747 0 2,915 0 2,940 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 4,510 8,027 4,600 7,599 4,683 7,817

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 289

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

子どもプレーパーク事業委託費の支出 1 団体 5,879

その他（ ）

事業実績

　平成30年度から委託事業として実施し、区立公園を会場としたプレーパーク「杉並冒険遊び場」を
開催（柏の宮公園36回、4,921人参加、井草森公園21回、4,504人参加、その他の公園6回、1,074人参
加）しました。前年度と比較し、参加者は天候の影響もあり、延べ1,217人減りました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　区とＮＰＯ法人との協働提案事業として平成27年7月から事業を開始し、平成30年度からは区の委
託事業として継続しています。令和元年度までに、延べ259回、43,913名の参加者がありました。
【実施回数及び参加者】
　平成29年度：55回、9,637人　平成30年度：61回、11,716人  令和元年度：63回、10,499人
　参加した児童の関係者からは「普段の公園の利用の中では得られない貴重な体験の場になった」、
「実施会場や開催日を増やして欲しい」といった意見が寄せられています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　参加人数は天候等の要因より変動がありますが、子どもたちの健全な育成に一定の効果が期待され
ることから、今後も継続して実施していきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

令和元年度は天候に恵まれない回が多かったため、参加者数が減少しました。

評価と課題

　子どもを屋外で安全に遊ばせることの区民ニーズは高いものの、天候に左右されるため、安定して
事業を開催するための工夫が必要です。特に新型コロナウイルス感染拡大の中では、より安全な遊び
方の工夫が求められています。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　引き続き利用者の満足が得られるよう、実施場所や回数を見直すほか、新型コロナウイルス感染症
対策に留意し、より安全な事業実施に向けて工夫していきます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00305

事務事業名称 学童クラブの整備 款 04 項 02 目 03 事業 021 整理番号 305

現担当課名 児童青少年課 係名 管理係 4402 310

投資事業

事業開始 平成24年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 24 計画事業 02

施設管理 根拠
法令
等

（１） 児童福祉法第6条の3第2項

（２） 杉並区立児童青少年センター及び児童館条例、同施行規
則

○学童クラブの入会需要の増加に対応するため、児童館
の一部諸室を育成室等へ転用する等の取組により、学童
クラブ受入枠拡大を図る。

指標名（１） 改修実施児童館（クラブ）数

指標説明

指標名（２）

指標説明
○児童館の一部諸室を育成室等へ転用する改修等を
行う。

指標名（１）
児童館（クラブ）改修等による受入枠の拡大
数

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 所 3 2 3 2 6 4 300.0 97.3

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3 人 109 145 166 99 306 247 309.1

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 62,524 240,122 226,137 40,846 39,731 110,806
特記事項

40,846 39,731 110,806

36,031

（内）投資的経費等 6 千円 62,524 235,667 216,579

（内）委託費 7 千円 62,524 235,667 222,183 34,922 106,106

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.10 0.10 0.10 0.30 0.20 0.40

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 859 859 843 2,528 1,744 3,487

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 63,383 240,981 226,980 43,374 41,475 114,293

単位当たりコスト
13 円 21,127,667 120,490,500 75,660,000 21,687,000 6,912,500 28,573,250

(12÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 35,416 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 8,854 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 44,270 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 63,383 240,981 182,710 43,374 41,475 114,293

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 305

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

学童クラブ受入枠拡大のための改修工事（今川北、東田） 2 所 33,956

学童クラブ受入枠拡大のための施設修繕（堀ノ内南） 1 所 837

初度消耗品、備品等の購入 6 所 4,938

その他（ ）

事業実績

　今川北、東田、桃五、荻窪学童クラブの育成室の拡張等を行うとともに、小学生の放課後等の居場
所機能などを移転した後の堀ノ内南、浜田山児童館を学童クラブ専用施設として整備し、306人の受
入枠の拡大を図りました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　女性の社会進出による共働き家庭の増加や核家族化の進展等による保育需要の高まりに連動し、学
童クラブ需要も年々増加しています。
　区の学童クラブにおいては、小学校内での実施を基本とし、学校改築に合わせた整備や余裕教室の
活用などにより、児童の安全と今後の需要に応じた育成環境を確保していくこととしました。それま
での間、増加する学童クラブ需要に対応するため、児童館施設の改修等により受入数を拡大していく
こととしています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　当面は保育需要に連動して、学童クラブ需要も増加していくと予測されるため、各学童クラブの状
況等に応じた受入枠の拡大等を図る必要があります。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　需要数を再精査し、計画当初の2学童クラブに加え、緊急度の高い4所の学童クラブの対応を追加的
に行ったことにより、改修実施児童館（クラブ）数、児童館（クラブ）改修等による受入枠の拡大数
ともに、計画目標値を上回る実績となりました。

評価と課題

　6所の学童クラブの育成室の拡張等により、受入枠を拡大し、平成31年4月1日時点で待機児童が発
生していた今川北学童クラブ、東田学童クラブ、堀ノ内南学童クラブについて、令和2年4月の待機児
童が解消するとともに、桃五等3学童クラブについては、将来の需要予測を踏まえ定員の拡充を図る
ことができました。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）・実施主体の見直し

予算の方向性の理由・
内容

　令和2年度に予定している荻窪第二学童クラブ、本天沼第二学童クラブ、高円寺東第二学童クラブ
、永福南学童クラブの整備を進め、待機児童の解消を図るとともに、改めて、中・長期的な需要数の
推計のもと、各学童クラブの実情に応じた受入枠の拡大を図るために、予算拡充が必要となります。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00688

事務事業名称 高円寺地域小中一貫教育校学童クラブの整備 款 04 項 02 目 03 事業 022 整理番号 306

現担当課名 児童青少年課 係名 管理係 4402 313

投資事業

事業開始 平成27年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 24 計画事業 02

施設管理 根拠
法令
等

（１） 児童福祉法第6条の3第2項

（２） 杉並区立児童青少年センター及び児童館条例、同施行規
則

○高円寺北学童クラブ及び高円寺中央学童クラブの移転
スペースを高円寺地域小中一貫教育校の校舎内に確保し
、育成環境の充実と増加する需要への対応を図る。

指標名（１） 学童クラブ移転整備

指標説明

指標名（２）

指標説明
○学童クラブの入会需要の増加に対応するとともに
、高円寺北学童クラブ及び高円寺中央学童クラブを
移転して、育成環境の充実と受入数の拡大を図るた
め、高円寺学園の校舎内に学童クラブを整備する。

指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 所 0 1 0 1 1 0 100.0 99.9

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 26,664 70,810 70,809 110,840 110,707 0
特記事項

110,840 110,707 0

109,640

（内）投資的経費等 6 千円 26,664 70,810 70,809

（内）委託費 7 千円 26,664 70,810 70,809 109,515 0

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.10 0.10 0.10 0.20 0.20 0.00

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 859 859 843 1,685 1,744 0

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 27,523 71,669 71,652 112,525 112,451 0

単位当たりコスト
13 円 0 71,669,000 0 112,525,000 112,451,000 0

(12÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 6,144 0 16,854 25,614 26,514 0

都からの補助金等 16 千円 1,536 0 4,212 6,408 6,627 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 7,680 0 21,066 32,022 33,141 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 19,843 71,669 50,586 80,503 79,310 0

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 306

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

改築工事 107,432

工事監理 2,083

初度消耗品、備品等の購入 1,192

その他（ ）

事業実績

　高円寺学園の竣工に伴い、令和2年4月、高円寺学園学童クラブを開設し、受入数を128人から198人
に拡大しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　高円寺北学童クラブ及び高円寺中央学童クラブを高円寺地域小中一貫教育校の校舎内に移転して、
学童クラブを整備し、育成環境の充実と受入数の拡大を図りました。
　高円寺北児童館施設の跡地については、解体工事のうえ、認可保育所として民間事業者が施設整備
を行います。高円寺中央児童館については、休館・改修工事のうえ、子ども・子育てプラザに転用し
ます。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　令和2年4月に開設した高円寺学園学童クラブの円滑な運営を図っていきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　計画どおり、令和2年4月に高円寺学園学童クラブを開設しました。

評価と課題

　運営委託事業者を決定し、事業運営に係る準備委託も順調に実施することができました。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 その他・対象外

　Ⅱ.事業の改善の方向性 対象外

予算の方向性の理由・
内容

　令和2年4月に高円寺学園学童クラブを開設したため、本事務事業は完了となります。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00786

事務事業名称 富士見丘小学校学童クラブの整備 款 04 項 02 目 03 事業 023 整理番号 307

現担当課名 児童青少年課 係名 管理係 4402

投資事業

事業開始 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 24 計画事業 02

施設管理 根拠
法令
等

（１） 児童福祉法第6条の3第2項

（２） 杉並区立児童青少年センター及び児童館条例、同施行規
則

○学童クラブの入会需要の増加等に対応するため、学校
改築に合わせた整備や余裕教室、敷地の一部等を活用す
る等の取組により、学童クラブ受入枠拡大と育成環境の
充実を図る。

指標名（１） 学童クラブ移転整備

指標説明

指標名（２）

指標説明
○富士見丘小学校の移転改築に合わせて、同小学校
内に高井戸西学童クラブを移転整備する（令和5年4
月開設予定）。

指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 0 0 0 1 1 1 100.0 85.2

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 0 0 0 3,915 3,335 5,048
特記事項

　基本設計委託の落差
金の残3,915 3,335 5,048

3,915

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 0 0 0 3,335 5,048

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.20 0.20

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 0 0 0 0 1,744 1,744

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 0 0 0 3,915 5,079 6,792

単位当たりコスト
13 円 0 0 0 3,915,000 5,079,000 6,792,000

(12÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 0 0 0 3,915 5,079 6,792

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 307

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

基本設計 3,335

その他（ ）

事業実績

平成30年度に策定した改築基本計画に基づき、基本設計を行いました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　女性の社会進出による共働き家庭の増加や核家族化の進展等による保育需要の高まりに連動し、学
童クラブ需要も年々増加しています。
　区の学童クラブにおいては、小学校内での実施を基本とし、学校改築に合わせた整備や余裕教室、
敷地の一部の活用、児童館施設の改修等による受入枠の拡大などにより、今後の需要に応じた育成環
境の整備に取り組んでいます。
　富士見丘小学校改築検討懇談会等で保護者や地域の方々からいただいた様々なご意見を踏まえ、計
画を進めています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　令和3年度から改築工事を実施し、令和5年4月に（仮称）富士見丘小学校学童クラブを開設する予
定です。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　計画どおり、基本設計を実施しました。

評価と課題

　計画どおり、基本設計を実施しました。令和2年度は実施設計を進めます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

　Ⅱ.事業の改善の方向性 現状維持

予算の方向性の理由・
内容

　令和5年4月の開設に向け、令和2年度に実施設計を実施し、令和3年度から、富士見丘小学校学童ク
ラブの建設工事を進めていきます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00787

事務事業名称 杉並第九小学校学童クラブの整備 款 04 項 02 目 03 事業 024 整理番号 308

現担当課名 児童青少年課 係名 管理係 4402

投資事業

事業開始 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 24 計画事業 02

施設管理 根拠
法令
等

（１） 児童福祉法第6条の3第2項

（２） 杉並区立児童青少年センター及び児童館条例、同施行規
則

○学童クラブの入会需要の増加等に対応するため、学校
改築に合わせた整備や余裕教室、敷地の一部等を活用す
る等の取組により、学童クラブ受入枠拡大と育成環境の
充実を図る。

指標名（１） 学童クラブ移転整備

指標説明

指標名（２）

指標説明
○東原学童クラブを杉並第九小学校内に移転整備す
る（令和2年4月開設）。

指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 0 0 0 1 1 0 100.0 93.4

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 0 0 0 44,921 41,963 0
特記事項

44,921 41,963 0

43,698

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 0 0 0 40,742 0

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.20 0.00

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 0 0 0 0 1,744 0

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 0 0 0 44,921 43,707 0

単位当たりコスト
13 円 0 0 0 44,921,000 43,707,000 0

(12÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 0 0 0 44,921 43,707 0

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 308

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

改修工事 40,261

初度消耗品、備品等の購入 1,702

その他（ ）

事業実績

　計画どおり移転整備を進め、令和2年4月、杉九学童クラブを開設し、受入数を150人から160人に拡
大しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　女性の社会進出による共働き家庭の増加や核家族化の進展等による保育需要の高まりに連動し、学
童クラブ需要も年々増加しています。
　区の学童クラブにおいては、小学校内での実施を基本とし、学校改築に合わせた整備や余裕教室、
敷地の一部の活用などにより、今後の需要に応じた育成環境の整備に取り組んでいます。
　杉九学童クラブ事業者選定委員会等でいただいた、保護者や地域の方々の様々なご意見を踏まえ、
具体化を図りました。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　令和2年4月に開設した杉九学童クラブの円滑な運営を図っていきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　計画どおり、令和2年4月に杉九学童クラブを開設しました。

評価と課題

　運営委託事業者を選定し、事業運営に係る準備委託等を計画どおり実施し、令和2年4月に杉九学童
クラブを開設しました。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 その他・対象外

　Ⅱ.事業の改善の方向性 対象外

予算の方向性の理由・
内容

　令和2年4月に杉九学童クラブを開設したため、本事務事業は完了となります。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00750

事務事業名称 阿佐谷児童館の移転整備① 款 04 項 02 目 03 事業 031 整理番号 309

現担当課名 児童青少年課 係名 管理係 4401 319

投資事業

事業開始 平成29年度

上位施策No・施策名 24 子ども・青少年の育成支援の充実 予算事業区分

令和元年度
児童青少年課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
施設管理 根拠

法令
等

（１） 児童福祉法第35条

（２） 杉並区立児童青少年センター及び児童館条例、同施行規
則

○杉並第一小学校等施設整備等方針に基づき、阿佐谷児
童館を移転し、阿佐谷地域区民センターと統合を図り、
複合施設とする。

指標名（１） 基本・実施設計

指標説明

指標名（２） 建設工事

指標説明
○阿佐谷児童館を移転し、阿佐谷地域区民センター
と統合を図り、複合施設として整備する。

指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 式 0 1 1 1 1 0 100.0 93.9

活動指標（２） 2 式 0 0 0 1 1 1 100.0

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 960 6,774 6,749 119,363 112,088 44,051
特記事項

107,190 99,915 43,575

12,173

（内）投資的経費等 6 千円 960 0 0

（内）委託費 7 千円 960 6,774 6,749 12,173 476

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.05

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 859 859 843 843 872 436

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 1,819 7,633 7,592 120,206 112,960 44,487

単位当たりコスト
13 円 0 7,633,000 7,592,000 120,206,000 112,960,000 0

(12÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 11,873 11,873 5,169

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 13,039 13,039 5,652

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 24,912 24,912 10,821

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 1,819 7,633 7,592 95,294 88,048 33,666

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 309

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

実施設計 10,381

建設工事 99,915

工事監理 1,792

その他（ ）

事業実績

　阿佐谷児童館を移転し、阿佐谷地域区民センターとの統合を図り、複合施設として整備するための
実施設計を行いました。また、住民説明会を開催する等、地域住民の意見を聞きながら工事に着手し
ました。

手段・方法の見直し（改善）・実施主体の見直し

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　杉並第一小学校の近隣病院の移転・建替え計画を受けて、平成29年度に杉並第一小学校等施設整備
等方針を策定しました。
　工事に際して騒音や振動、安全確保に関する要望等があります。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　令和4年度に阿佐谷児童館を移転し、阿佐谷地域区民センターとの複合施設として運営を開始する
予定です。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

当初の計画どおり実施設計を完了するとともに、建設工事に着手しました。

予算の方向性の理由・
内容

　令和4年度の運営開始に向けて、阿佐谷児童館と阿佐谷地域区民センターとの複合施設の建設工事
を進めます。

評価と課題

　当初の計画どおり実施設計を完了するとともに、建設工事に着手しました。
　工事に関する要望への対応は、説明会等で周知してきたところですが、引き続き丁寧な近隣住民へ
の対応に努め、理解と協力を得ていきます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

　Ⅱ.事業の改善の方向性


